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対話の場「未来茶輪」100回となりました 

 

まちづくりに関心のある人が気軽に集まり、対話し、情報交換や仲間づくり、

もちろん対話も楽しむ場「未来茶輪」が 100回を迎えました。記念イベントを行

いました。 

 

☆未来茶輪は 

 2014年 4月から始まった未来茶輪。フューチャーセンターを目指して、毎月 1回

開催しています。コロナ禍前は、共催の名古屋都市センターさんのカフェコーナーを

お借りして、2020年 3月からは、オンラインにて、主に平日夜に開催しています。 

 なんとなく with コロナな感のあるこの頃では、対面とオンラインのハイブリッド

にも挑戦しています。 

 内容は、まちづくりに関わっているゲストをお迎えしてお話をしていただき、その

後、お題を設けて対話を楽しんでいます。 

 対面のときは、みなさんにお菓子や軽食、飲み物などを差し入れしていただき、ゆ

るゆるとしたひとときでした。オンラインでは自己調達です。 

 

☆ゲストのみなさま、ありがとうございます！ 

 100回（特別編やプレ 100回、すでに 101回も開催しておりまして、正確には 100

回を超えています）続けることができたのも、都市センターさんのご協力をはじめと

して、毎回、無償なのにトークしてくださったゲストのみなさま、参加してくださっ

たみなさま、そして、一緒に運営をしてくださる方への感謝にたえません。 

 プレ 100回の際、ゲストと参加した方とのコラボがあったり、ゲストから「自分の

活動を整理するきっかけになった」とのコメントをいただいたりと、うれしい言葉の

シャワーでした。 

  

☆ゆるいつながりの場が求められている 

 ふりかえってみると、「ゆるくつながる、対話

できる場」が求められているのかもしれません。 

 対面のときは、参加表明していなくてもふら

っと立ち寄ることができ、始めからいなくても

対話できる、いつもの人に会える…（そして、

お仕事後の小腹も満たされる？）行きつけの

（月 1回開店する）caféのような感覚で立ち寄

ってくださると、うれしいです。 

これからも、気負わずに、ゆるゆるとしたつ

ながりを創る場を設けていきたいと思います。 

 

＊ゲストが来てくださることで、スタッフの情報・つな

がりもできていき、楽しんでやっています。今後とも、

よろしくお願いします。 


